
学校番号 1201 

平成 31年度 情報科 

 

教科 情報 科目 社会と情報 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 １１６日文 社情３０６「社会と情報」（日本文教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・すべての人にとってコンピュータは強力な道具であり、その価値を活かして適切かつ有効に利用

することにより、より暮らしやすい社会になるための学習をしましょう。 

・インターネットによってコミュニケーションを行う方法やしくみ、コミュニケーションのための

ルールや法律、コミュニケーションと人間の心理などについて深く学びましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

（１）情報化が社会に及ぼす影響や課題について理解し，情報社会に積極的に参画する態度を身に

つける。 

（２）メディアの特性を踏まえ，情報を適切に収集・処理し，信憑性を判断したうえで，責任をも

って発信する力を身につける。 

（３）情報機器や情報通信ネットワークを活用し，他者とコミュニケーションをとりながら協働し

て問題を解決する力を身につける。 

（４）情報機器や情報通信ネットワークのしくみを理解し，進展する情報社会に対応する基礎的な

知識を習得する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

情報の特徴と情報化が

社会に及ぼす影響や課

題について関心をも

ち，他者を尊重し，情

報社会の一員として積

極的に参画する態度を

身につけている。 

目的をもって情報を収

集・分析し，論理的に

思考することができる

とともに，情報の受発

信時には，情報モラル

等の観点も含め，適切

な判断ができる。 

情報機器や情報通信

ネットワークを活用

し，状況に応じてメデ

ィアとコミュニケー

ション手段を効果的

に使い分けながら，問

題解決等に取り組む

ことができる。 

情報機器や情報通信

ネットワークを適切

に活用する知識を身

につけるとともに，情

報および情報技術の

社会的意義や役割に

ついて理解している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

実習作品 

発表 

相互評価・自己評価等 

 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

実習作品 

発表 

相互評価・自己評価等 

学習状況の観察 

課題作品 

発表 

実技テストの結果等 

学習状況の観察 

ワークシートの記述 

実習作品 

発表 

相互評価・自己評価

等 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

1

学
期 

情
報
の
活
用
と
表
現 

メディアの意味と特徴を学
ぶ。 
 
情報の信憑性について理解
する。 
 
情報を批評的に捉えること
を知る。 
 
10進法と 2進法，16進法の
対応について理解する。 
 

文字，画像，動画，音のデ

ィジタル化の仕組みを理解

する。 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

a 自分にとってのメディアの意

味を理解し,情報の信憑性に

ついて調べようとしており、

メディアリテラシーについ

て関心を持っている。 

 

bメディアの種類や特性を考え

る。 

 

cメディアという言葉を使い分

けることができる。 

 

dメディアの意味や特性が理解

できる。 

授業観察 

ワークシー

ト 

発表 

相互評価 

実習作品 

 

・ディジタルデータの利点

と，情報の統合について理

解する。 

 

・画像を選択し，サイズ（ド

ット数），解像度，色数を

変更する。 

 

・元の画像と変更した画像

のデータ量を比較し，まと

める。 

 

・音声データのサンプリン

グ周波数や量子化レベル

（ビット数）を変更する。 

 

・元の音声と変更した音声

を見比べ，データ量を比較

する。 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a 身の回りのさまざまなと

ころで使われている数値

や文字のコード変換に関

心を持っている。 

 

b ディジタル化の手法が理

解できる。 

 

c10 進法と 2 進法の相互の

変換ができる 

 

d数値や文字，画像のディジ

タル化をするためには，2

進法の数が必要であるこ

とが理解できる。 

 

授業観察 

ワークシー

ト 

発表 

相互評価 

実習作品 

 



・プレゼンテーションソフ

トウェアでスライドショー

を作成する。 

 

・情報の表現と伝達につい

て理解する。 

 

・情報伝達のためのメディ

アの選択やカラーバリアフ

リーについて理解する。 

 

・プレゼンテーションの意

味やその発表・評価方法に

ついて理解する。 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

a 受け手を意識した表現技

法に関心を持とうとしてお

り、プレゼンテーションを

行う態度が身についてい

る。 

 

b 受け手を考慮したメディ

アや表現方法の選択がで

き、プレゼンテーションは，

自己の表現であり，単なる

スライドの作成ではないこ

とを理解している。 

 

c 受け手を意識してメディ

アや表現方法を選択し，自

分の意見をプレゼンテーシ

ョンとして発表し、情報伝

達や情報発信ができる。 

 

d 受け手を意識したメディ

アや表現方法の選択でき、

ICT を活用してプレゼンテ

ーションする際の基本的な

態度や方法を理解してい

る。 

 

 

授業観察 

ワークシー

ト 

発表 

相互評価 

実習作品 



２
学
期 

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

・IP アドレスやパケット通

信について理解する。 

・ＷＷＷや電子メールの仕

組みについて理解する。 

・検索エンジンの仕組みと

その検索方法について理解

する。 

・メディアの発達について

学ぶ。 

・情報発信の方法とその工

夫・注意点について理解す

る。 

・コミュニケーションの特

徴とその活用法について学

ぶ。 

・画像ファイルから位置情

報を取り出し，撮影場所を

特定できる。 

・ソーシャルメディアや，

表現活動，情報発信につい

て学ぶ。 

・情報社会のさまざまな問

題について理解する。 

・情報セキュリティについ

て理解する。 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

a インターネットの接続、

WWW や電子メールの通信方

法について関心を持ってい

る。 

 

b インターネットの接続が

上手くいかない場合や、電

子メールの不達のトラブル

について理解できる。 

 

c 身近なインターネット環

境の接続についてその様子

を説明でき、URLを用いて，

特定の Web ページを表示す

ることができる。 

 

d WWW や電子メールの基本

的な仕組みが理解でき、イ

ンターネットの接続にはプ

ロトコルなどの技術やルー

ルが必要であることが理解

できる。 

 

 

授業観察 

ワークシー

ト 

実習作品 

課題作品 

３
学
期 

望
ま
し
い
情
報
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に 

・情報モラルについて理解

し，それを積極的に活用し

ていくことを考える。 

・著作権について理解する。 

・個人情報について理解し，

その保護や活用について理

解する。 

・目的地までの経路を考え

る。 

・検索エンジンの使い分け

について整理する。 

・案内状を作成する。 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

a 自ら情報モラルを育成し

ようとする態度を持ってい

る。 

 

b 情報社会におけるルール

やマナーを調べたり考えた

りする。 

 

c 相手に配慮したコミュニ

ケーションを取ることがで

きる。 

 

d 情報モラルとは何かを理

解している。 

授業観察 

ワークシー

ト 

発表 

相互評価 

実習作品 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 ※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


